
「
は
や
ぶ
さ
は

何
を
目
撃
す
る
か
？
」
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天文講演会文
部
科
学
省
や
（財）
日
本
宇
宙
少
年
団
、
全
国
58
の

科
学
館
が
主
催
し
て
、
宇
宙
の
日
を
記
念
し
て
開
催

さ
れ
る
「
全
国
小
中
学
生
絵
画
コ
ン
テ
ス
ト
」
の
作

品
を
募
集
し
ま
す
。

応
募
資
格

小
学
生
・
中
学
生

募
集
部
門

①
絵
画
の
部
・
小
学
生
部
門
、
②
絵
画

の
部
・
中
学
生
部
門

締
切

７
月
15
日
貊（
必
着
）

応
募
方
法
Ａ
２
判（
420

×
594

）以
下
の
用
紙
を

使
用
。
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
パ
ー
ク
焼
津
で
配
布
し

て
い
る
応
募
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
作
品

に
添
付
し
提
出
。

※
使
用
す
る
画
材
は
自
由
で
す
が
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

ー
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
は
不
可
。
未
発
表
の
オ
リ
ジ
ナ

ル
作
品
に
限
り
ま
す
。

表
彰

①
②
の
両
部
門
か
ら
最
優
秀
賞
、
優
秀
賞
、

佳
作
（
各
科
学
館
の
最
優
秀
賞
の
中
か
ら
別
途
全

国
表
彰
が
あ
り
ま
す
）

ミ
リ

ミ
リ

「
宇
宙
と
わ
た
し
」作
品
募
集

「
宇
宙
の
日
」
全
国
小
中
学
生
絵
画
コ
ン
テ
ス
ト

今
年
の
夏
、
日
本
の
小
惑
星
探
査
機
「
は
や
ぶ
さ
」

が
小
惑
星
イ
ト
カ
ワ
に
接
近
し
、
そ
の
か
け
ら
を
世

界
で
初
め
て
地
球
に
持
ち
帰
り
ま
す
。
こ
の
ミ
ッ
シ

ョ
ン
を
現
役
研
究
員
に
解
説
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

日
時

６
月
11
日
貍

午
後
５
時
30
分
〜
７
時
15
分

会
場

と
き
め
き
遊
星
館
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

対
象

中
学
生
以
上

定
員

165
人(

要
事
前
申
込)

参
加
無
料

申
込
方
法

電
話
、
Ｅ
メ
ー
ル
、
窓
口
で
申
し
込
む
。

Ｅ
メ
ー
ル
　astro1@

discoverypark.jp

講
師

矢
野
創は

じ
め

さ
ん
（
宇
宙
航
空
研
究
開
発
機
構

「
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
」
宇
宙
科
学
研
究
本
部
固
体
惑
星
科

学
研
究
系
・
助
手
）
昭
和
42
年
東
京
生
ま
れ
。
平

成
７
年
に
英
国
ケ
ン
ト
大
学
院
で
博
士
号
を
取
得

後
、
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ａ
ジ
ョ
ン
ソ
ン
宇
宙
セ
ン
タ
ー
研
究

員
な
ど
を
経
て
、
平
成
11
年
か
ら
現
職
。
平
成
10

先
月
22
日
、
サ
ン
ラ
イ
フ
焼

津
の
利
用
者
が
３
０
０
万
人
に

達
し
、
記
念
セ
レ
モ
ニ
ー
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

３
０
０
万
人
目
の
来
場
者
と

な
っ
た
の
は
、
毎
週
２
回
通
っ

て
い
る
と
い
う
金
丸

か
な
ま
る

曜て
る

己き

さ
ん

（
静
岡
市
駿
河
区
）。
そ
の
１
人

前
に
は
毎
週
２
回
プ
ー
ル
を
利

用
し
て
い
る
と
い
う
原
田
和
子

さ
ん（
大
栄
町
２
）、
そ
し
て
３

０
０
万
１
人
目
に
は
毎
週
２
回

ご
夫
婦
で
プ
ー
ル
と
お
風
呂
を

利
用
し
て
い
る
と
い
う
徳と

く

宿し
く

喜

惠
子
さ
ん（
静
岡
市
駿
河
区
）が

来
場
さ
れ
ま
し
た
。

３
人
に
は
戸
本
市
長
か
ら
認

定
証
と
記
念
品
が
手
渡
さ
れ
、

記
念
の
く
す
玉
を
同
館
の
ロ
ビ

ー
で
割
っ
て
来
場
者
３
０
０
万

人
達
成
を
祝
い
ま
し
た
。

サ
ン
ラ
イ
フ
焼
津
は
、
地
域

の
中
高
年
齢
労
働
者
の
雇
用
促

進
と
福
祉
向
上
を
目
的
と
し
て

昭
和
62
年
11
月
に
オ
ー
プ
ン
。

黒
潮
温
泉
を
利
用
し
た
浴
室
と

と
も
に
25

の
温
水
プ
ー
ル
や

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
な
ど
が
好
評

メ
ー
ト
ル

〜
小
惑
星
イ
ト
カ
ワ
の
素
顔
を
予
測
す
る
〜

〜
14
年
に
は
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ａ
し

し
座
流
星
群
国
際
航
空
機

観
測
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
日
本

代
表
を
務
め
た
。

矢野創さん

開館から18年目のサンライフ焼津
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で
、
多
く
の
皆
さ
ん
に
利
用
さ

れ
て
い
ま
す
。

な
お
、
サ
ン
ラ
イ
フ
焼
津
の

プ
ー
ル
は
新
焼
津
漁
港
に
整
備

を
進
め
て
い
る
焼
津
市
駿
河
湾

深
層
水
体
験
施
設
（
タ
ラ
ソ
テ

ラ
ピ
ー
施
設
）
に
機
能
を
移
し
、

そ
の
部
分
に
勤
労
会
館
を
増
築

す
る
計
画
で
す
。
こ
の
工
事
は

平
成
18
年
秋
に
着
手
し
、
翌
19

年
度
に
は
供
用
を
開
始
す
る
予

定
で
す
。

問
合
先

商
工
観
光
課

蕁（
６
２
６
）２
１
５
５

親しまれて

利用者300万人

▲平成18年秋からは現在のサンライフ焼津に勤労会館の増築
工事が始まります

６月４日は
第27回

歯の健康まつり

「歯っぴいやいづ」

お
口
の
中
を

チ
ェ
ッ
ク
し
よ
う

じ
ょ
う
ぶ
な
歯
を

目
指
そ
う

歯とお口が健康なら

良いこといっぱい

丈夫な歯でよくかみ、おいしく食
事を楽しみたいという願いは子ども
から大人まで皆同じですね。
よくかむことで、次のような良い
ことがあります。
①唾液の分泌が促され、消化がよく
なります。
②食べ過ぎが防げるので、肥満や生
活習慣病が予防できます。
③脳が刺激を受け、頭が活性化しま
す。
お口の健康が保たれている人は、
おいしい食事や楽しい会話ができる
ので、いつまでも若々しく元気で過
ごしている人が多いですね。
歯とお口のためには、日ごろから
次のようなケアが大切です。
○正しい歯みがき
○歯を守る食習慣（規則正しい食事
や甘い物を控えるなど）
○かかりつけ歯科医による年１回以

上の定期的な歯とお口の点検
歯の健康まつりでは、無料歯科相

談や健診、歯みがき実習など、正し
いケアを体験するコーナーがありま
す。「歯の健康まつり」で歯とお口の
ことを楽しく学びましょう。

ご存じですか？
歯ブラシの持ち方
鉛筆と同じ持ち方で歯ブラシを持

つと、歯や歯ぐきを傷つけません。
歯と歯の間や、歯ぐきと歯の境目に
ブラシをあてて、毛先があまり広が
らない程度の力で小刻みに動かしな
がら１～２本ずつ磨きましょう。

６
月
４
日
に
保
健
セ
ン
タ
ー
を
会
場

に
「
歯
の
健
康
ま
つ
り
　
歯
っ
ぴ
い
や

い
づ
」
を
開
催
し
ま
す
。

歯
や
口
の
健
康
は
日
ご
ろ
の
ケ
ア
が

大
切
。
歯
の
健
康
ま
つ
り
で
は
、
歯
や

口
の
無
料
健
診
や
正
し
い
ケ
ア
の
方
法

の
体
験
、
歯
み
が
き
実
習
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
コ
ー
ナ
ー
を
用
意
し
て
、
皆
さ

ん
の
来
場
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

６
月
４
日
は
「
む
し
歯
予
防
デ
ー
」。

今
年
の
歯
っ
ぴ
い
や
い
づ
の
テ
ー
マ
は

「
歯
と
食
生
活
」「
か
む
こ
と
の
大
切
さ
」

で
す
。
こ
の
機
会
に
、
ご
家
族
で
歯
や

口
の
健
康
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
み
ま
せ
ん

か
？

日
時

６
月
４
日
貍

受
付
時
間

午
後
１
時
〜
３
時
30
分

会
場

保
健
セ
ン
タ
ー（
東
小
川
１
）

静
鉄
バ
ス
・
焼
津
吉
田
線
「
保
健
セ

ン
タ
ー
前
」
下
車
す
ぐ

※
当
日
は
大
変
混
雑
し
ま
す
。
駐
車
場

が
狭
い
た
め
、
な
る
べ
く
公
共
交
通

機
関
を
利
用
の
上
、
ご
来
場
く
だ
さ

い
。

内
容

歯
み
が
き
実
習
、
無
料
歯
科
相

談
・
健
診
（
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
）、

フ
ッ
素
塗
布
体
験
（
小
学
６
年
生
以

下
）、
展
示
コ
ー
ナ
ー
、
お
楽
し
み
コ

ー
ナ
ー

問
合
先

保
健
セ
ン
タ
ー

蕁（
６
２
７
）４
１
１
１

平成17年5月15日号 （4）

情　報 

野村生涯教育講座・読書会 ①講座　野村佳子生涯教育論　テーマ「第２章　野村生涯教育の構想―自然界と人間の関係―」 日時 ５月28日貍 午前10時～午後３時　会場
文化センター　対象 一般　参加費 年間8,000円　②読書会　野村佳子編著「年刊誌　生涯教育　Ⅲ」 日時 ５月25日貉 午前10時～午後３時　会場 サンライフ焼津　対
象 一般　参加費 500円　　①②共通 幼児は、幼児教育部があります。 問合先 野村生涯教育センター静岡支部 蕁（257）9111

保健センター母子保健担当

松村美代子保健師
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長
縄
跳
び(

男
女
混
成
）

総
合
体
育
館

５
月
29
日
豸

ソ
フ
ト
バ
レ
ー

(

男
子
・
女
子
・
混
成)

総
合
体
育
館

９
月
18
日
豸

玉
入
れ(

男
女
混
成
）

陸
上
競
技
場

※
雨
天
中
止

７
月
24
日
豸

第
57
回
市
民
ス
ポ
ー
ツ
祭
と

第
26
回
地
域
対
抗
ス
ポ
ー
ツ
祭

の
総
合
開
会
式
が
、
今
月
22
日

に
総
合
体
育
館
で
行
わ
れ
ま
す
。

市
民
ス
ポ
ー
ツ
祭
で
は
30
種

目
の
競
技
に
市
内
の
チ
ー
ム
が

参
加
。
地
域
対
抗
ス
ポ
ー
ツ
祭

は
市
内
23
自
治
会
が
競
い
ま
す
。

当
日
は
、
市
体
育
協
会
に
加
盟

す
る
団
体
の
選
手
と
各
自
治
会

代
表
者
が
集
い
、
活
気
あ
ふ
れ

る
開
会
式
と
な
り
ま
す
。

総
合
開
会
式
で
は
、
そ
れ
ぞ

れ
の
チ
ー
ム
が
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム

姿
で
入
場
行
進
を
行
い
、
続
い

て
ス
ポ
ー
ツ
都
市
宣
言
文
の
朗

地
域
対
抗
ス
ポ
ー
ツ
祭
開
幕

初
日
は
、
長
縄
跳
び
大
会
と
玉

入
れ
大
会
が
総
合
体
育
館
で
行

わ
れ
、
多
く
の
市
民
が
参
加
し
、

白
熱
し
た
試
合
が
繰
り
広
げ
ら

れ
ま
す
。

こ
の
大
会
は
11
月
ま
で
続
き
、

合
計
６
種
目
の
競
技
を
23
自
治

会
対
抗
で
行
わ
れ
ま
す
。
得
点

は
、
各
種
目
ご
と
１
位
か
ら
８
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① 9 :30～10:40

�9
�7 大ホール 

��

�—�� 日 
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大ホール 

��
1,500円 

高校生以上 1,000円 
中学生以下 800円 

５/28

※３歳以上同一料金 
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①13:00
②16:00
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保護者１人につき２歳以下１人無料 
（席が必要なお子様は有料） 

②11:00～12:10
③13:00～14:10

３歳以上は有料・各回入替制 

来場者プレゼント先着1,000名 

市
で
は
昭
和
62
年
か

ら
、
焼
津
市
文
化
連
盟

や
市
内
芸
術
家
の
協
力

を
得
て
、
秀
逸
な
芸
術

作
品
を
寄
贈
し
て
い
た
だ
き
、

そ
の
作
品
を
市
民
の
貴
重
な
財

産
と
し
て
収
集
、
保
存
し
て
い

ま
す
。
そ
の
作
品
数
も
現
在
で

は
、
絵
画
20
点
、
書
18
点
、
工

芸
17
点
、
写
真
12
点
の
合
計
67

点
と
な
り
ま
し
た
。

そ
の
す
べ
て
の
優
秀
な
芸
術

作
品
を
、
広
く
市
民
に
鑑
賞
し

て
い
た
だ
く
た
め
に
、
市
民
優

�Ý�Ã�Ÿ�³�ï�Ø�”�ç

位
ま
で
の
順
位
に
応
じ
て
配
分

さ
れ
、
こ
れ
に
達
成
点
と
参
加

点
が
加
わ
り
ま
す
。

昨
年
は
、
16
自
治
会
が
優
勝

を
果
た
し
ま
し
た
。
今
年
も
総

合
体
育
館
や
陸
上
競
技
場
で
、

市
民
の
熱
い
戦
い
が
期
待
さ
れ

ま
す
。

�ð
�ù

Œ

体
育
課

蕁（
６
２
８
）５
７
４
０

キ
ッ
ク
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル

(

女
子)

11
月
20
日
豸

メ
デ
ィ
シ
ン
ボ
ー
ル

(

男
女
混
成)

綱
引
き(

男
女
混
成)

閉
会
式

種
目

大
会
日

会
場

開催日程

テーマ

「東源郷～とうげんきょう～」

文化祭では東高全体を桃源郷のような理
想の世界にし、来てくれた人たちに楽しん
でもらいたいという思いをこのテーマに込
めました。
今年は、３年生の演劇「夢の祭典」やサ
ッカー部の招待試合など伝統のイベントに
加え、１年生が校内を東源郷らしく装飾し
ます。東高生全員が一致団結してこの日の
ために頑張っています。この熱意を来てく
れた方々に感じとってほしいです。東源郷
にぜひご来場ください。

市市
民民
スス
ポポ
ーー
ツツ
祭祭

地域対抗スポーツ祭

開開
幕幕
開
幕

読
や
選
手
宣
誓
、
体
育
協
会
か

ら
市
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
貢
献

さ
れ
た
方
々
へ
の
功
労
章
の
表

彰
が
行
わ
れ
ま
す
。

ま
た
、
開
会
式
終
了
後
に
総

合
体
育
館
と
野
球
場
で
記
念
行

事
が
行
わ
れ
ま
す
。
同
館
メ
イ

ン
ア
リ
ー
ナ
で
は
オ
ー
プ
ン
競

技
と
し
て
自
治
会
対
抗
室
内
ペ

タ
ン
ク
大
会
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

�Ô
�Ì

５
月
22
日
豸

午
前
９
時
30
分
／
入
場
行
進

・
開
会
式

�q
	Ô

総
合
体
育
館

�ð
�ù

Œ

体
育
課

蕁（
６
２
８
）５
７
４
０

地地
域域
対対
抗抗
スス
ポポ
ーー
ツツ
祭祭

藤枝東高校文化祭

●実行委員長からのＰＲ
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問合先 藤枝東高校　蕁(641)1680

日時 ５月28日貍
午前９時～午後３時30分
内容 １年生の校内装飾、文化部
の展示・発表、２年生の各クラ
ス展、３年生各クラスの演劇発

表、サッカー部招待試合（午後
１時～）など
アクセス 藤枝駅からバスで約15
分、白子バス停下車。バス停か
ら徒歩３分。

市
民
優
秀
芸
術
作
品
収
蔵
品
展
開
催

韓国・済州島　国際マラソン大会参加者募集 対象 市民　開催日 ６月５日豸 会場 韓国・済州島　参加費 交通費実費　※宿泊費、食費は済州島観光協会が負担。募集人数 ４人
※応募者多数の場合は10キロの記録が良い方から順に選抜します。 種目 10キロ、ハーフ、フルマラソン　申込方法 氏名、年齢、住所、電話番号、10キロの記録を記入し、下記にフ
ァクスで申し込んでください。※書式は問いません。締切日 ５月25日貉 申込・問合先 日韓友好協会　済州島マラソン事務局　蕁（629）1700 薨（629）0250

秀
芸
術
作
品
収
蔵
品
展
を
開
催

し
ま
す
。
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご

覧
く
だ
さ
い
。

�Ô
�Ì

前
期
（
絵
画
・
工
芸
）

５
月
21
日
貍
〜
29
日
豸

後
期
（
書
・
写
真
）

６
月

１
日
貉
〜
７
日
貂

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

�q
	Ô

ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル
「
エ

コ
リ
オ
」
ギ
ャ
ラ
リ
ー

入
場
無
料
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Œ

社
会
教
育
課

蕁（
６
２
６
）１
１
２
１

5/21
から
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（5） 平成17年5月15日号

情　報 

のろくた

247

な
に
ょ
う
の
ろ
く
た
し
て
る
だ
。

ず
ん
ず
ん
行
く
さ
よ
。

※「
お
そ
い
、
ぐ
ず
ぐ
ず
」
の
意
。

（
な
に
を
ぐ
ず
ぐ
ず
し
て
い
る
の
。
ど
ん
ど
ん
行
き
な

さ
い
よ
。）


